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は
全
く
逆
に
な
っ
て
い
る
事
だ
が
、
こ
の
逆
転
は
、
話
の
骨
格
に
は
影

響
が
な
く
、
も
と
も
と
、
交
換
可
能
な
設
定
で
あ
る
。
相
違
点
の
第
二

は
、
「
名
づ
け
親
」
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
グ
リ
ム
で
は
、
死
神
は
、

主
人
公
の
名
づ
け
親
で
あ
る
事
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
落
語
で
は
。

　
「
名
づ
け
親
」
と
何
か
関
係
が
あ
る
事
が
示
唆
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

明
示
さ
れ
な
い
事
が
多
い
。
だ
が
、
こ
れ
も
、
話
の
骨
格
に
は
影
響
の

な
い
設
定
で
あ
る
。
（
名
人
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
四
年
の
「
文
芸
倶

楽
部
」
第
一
七
巻
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
全
馬
の
口
演
速
記
は
「
名
づ
け

親
」
と
い
う
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
見
る
と
、
落
語
「
死
神
」

は
ブ
リ
ム
か
ら
作
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
多
く
の
落
語
の
解
説

書
の
記
述
は
、
意
外
な
も
の
で
あ
る
。

　
多
く
の
解
説
書
で
は
、
落
語
「
死
神
」
が
三
遊
亭
円
朝
（
初
代
　
一

八
三
八
上
九
〇
〇
）
に
よ
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
の
オ
ペ
ラ
「
ク
リ
ス
ピ
ー

ノ
」
か
ら
作
ら
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
タ
イ
ト
ル

を
間
違
え
て
、
「
ク
リ
ピ
ス
ノ
」
、
特
に
「
靴
直
し
ク
リ
ピ
ス
ノ
」
と

書
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
（
今
村
四
）
に
は
「
こ
れ
は
元
イ
タ
リ

ア
の
オ
ペ
ラ
『
靴
直
し
ク
リ
ピ
ス
ノ
』
を
翻
案
し
た
も
の
で
円
朝
の
作
」

と
あ
り
、
こ
の
増
補
改
訂
版
た
る
（
東
大
）
で
は
「
明
治
中
期
に
イ
タ

リ
ア
の
オ
ペ
ラ
『
靴
直
し
ク
リ
ピ
ス
ノ
』
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
つ
く
っ

た
は
な
し
で
、
円
朝
作
と
い
わ
れ
る
」
、
（
今
村
）
　
（
今
村
二
）
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

　
「
是
は
伊
大
利
の
ピ
ア
ア
ヴ
エ
作
の
喜
歌
劇
『
靴
屋
と
妖
精
』
又
は
『
靴

直
し
ク
リ
ス
ピ
ノ
』
の
脚
色
で
あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
永
井
）
　
（
永

井
二
）
に
は
、
「
こ
の
話
は
イ
タ
リ
ア
の
歌
劇
『
靴
直
し
ク
リ
ピ
ス
ノ
』

を
円
朝
が
翻
案
し
た
も
の
だ
と
い
う
」
と
あ
り
、
（
山
口
）
に
は
、
「
原

話
が
イ
タ
リ
ア
の
歌
劇
『
靴
直
し
ク
リ
ピ
ス
ノ
』
に
あ
る
そ
う
だ
」
と

あ
る
。
（
保
田
）
で
は
、
「
三
遊
亭
円
朝
が
、
イ
タ
リ
ア
の
オ
ペ
ラ
か

ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
」
と
あ
り
、
（
山
本
）
に
は
。

　
「
グ
リ
ム
童
話
に
『
死
神
の
名
づ
け
親
』
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
イ

ク
リ
ア
で
『
ク
リ
ス
ピ
ノ
と
名
づ
け
親
』
と
い
う
軽
喜
歌
劇
が
作
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
が
福
地
桜
痴
な
ど
か
ら
三
遊
亭
円
朝
に
伝
え
ら
れ
『
死
神
』

の
創
作
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
（
相
渾
）

で
も
、
グ
リ
ム
の
「
死
神
の
名
づ
け
親
」
に
関
連
し
て
、
「
イ
タ
リ
ア

で
は
『
死
神
』
を
脚
色
し
た
オ
ペ
ラ
が
人
気
を
博
し
て
い
た
〈
中
略
〉

円
朝
が
オ
ペ
ラ
の
話
を
聞
き
、
こ
れ
を
落
語
に
仕
立
て
た
も
の
ら
し
い

と
い
う
」
と
あ
り
、
（
市
川
）
も
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
（
飯
島
）

も
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
（
落
合
）
は
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
（
富

田
）
で
は
、
「
ハ
イ
カ
ラ
な
感
じ
が
す
る
の
は
、
こ
の
落
語
の
も
と
が

イ
タ
リ
ア
の
ピ
ア
ア
ヴ
エ
作
の
喜
歌
劇
『
靴
直
し
と
妖
精
』
だ
か
ら
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
音
楽
書
を
調
べ
る
と
、
（
永
竹
）
の
、

現
在
、
流
通
し
て
い
る
改
定
版
に
は
、
オ
ペ
ラ
「
ク
リ
ス
ピ
ー
ノ
」
に
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